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　石川労福協、連合石川等で構成する石川県大
衆運動活動家顕彰会実行委員会は、11 月 23 日
（勤労感謝の日）に金沢市内卯辰山の顕彰碑前に
て、政治、労働、文化のそれぞれの分野におい
て、平和、民主主義の発展、教育福祉環境等の
向上に尽力し故人となられた 11 名の方々を合
祀し追悼した。
　第 11 回目となる大衆運動活動家合祀追悼会
は、例年にない好天の下、顕彰之碑を前に、遺
族や実行委員ら約 50 名が参列して行われた。
　狩山久弥会長（連合石川会長、石川労福協理
事長）が「本年合祀される 11 名が、生前に取り
組まれた大衆運動の偉大な功績を称えてここに
合祀する。」と主催者代表の挨拶をした。
　荘厳な『英雄』の音楽が流れる中、今回合祀さ
れる 11 名の名前（右表）を記したプレートが、
顕彰碑に納められ、参列者全員が献花した。
　フレンドパーク石川に会場を変えて「感謝の
集い」が行われ、関係者から在りし日の故人の
姿がそれぞれ披露され、当時の故人を偲びつつ
懇談された。遺族を代表して故川淵尚志氏（元
連合石川会長など歴任）夫人の川淵順子氏が声
を詰まらせながら合祀された感謝の意を述べて
終了した。
　合祀された方々の冥福を心よりお祈り申し上
げます。

「汗と涙と闘いの歴史を継承し、運動の永遠を誓う」
大衆運動活動家を合祀・追悼する

顕彰之碑に献花する狩山会長

顕彰之碑前での遺族と狩山会長

合 祀 者 一 覧
名　　前 主な経歴

内山　光雄さん
（享年 89 歳）

北鉄労組委員長
総評副事務局長

手取　正昭さん
（享年 84 歳）

北鉄労組委員長
石川県評議長

坂下　初男さん
（享年 84 歳）

珠洲市議会議員
石川労福協事務局長

角谷　乾三さん
（享年 85 歳） 江沼チェン製作所労組委員長

川淵　尚志さん
（享年 64 歳）

連合石川会長
石川県教組委員長

倉見　一男さん
（享年 88 歳）

金沢地区労事務局長
印刷労連石川地方本部顧問

川上　力男さん
（享年 83 歳） 小松市議会議員

石井　　大さん
（享年 71 歳） 全農林北陸地方本部書記長

中野　光弘さん
（享年 84 歳） 金沢市議会議員

篠塚　重男さん
（享年 89 歳）

石川県評事務局長
国労北陸地方本部委員長

渡辺　正徳さん
（享年 89 歳） 小松市議会議員
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（12月 15日現在）
開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

12月 16日 金 食とみどり・水を守る全国集会 愛知県
　　 17日 日 白山・野々市 LSC　寄せ植え教室
　　 28日 水 フレンドパーク互助会総会 フレンドパーク石川
１ 月 ２ 日 月 谷本正憲知事新年互礼会 金沢ニューグランドホテル
　 　５ 日 木 労福協・連合石川　　2012新春の集い ANAクラウンプラザホテル金沢
　　 11日 水 白山・野々市 LSC　新春の集い 白山学習センター
　　 12日 木 連合かなざわ・金沢 LSC合同　NEW・YEAR旗開き 労済会館
　　 18日 水 第 35回石川労福協研究集会 フレンドパーク石川

これからの行事予定

福祉なんでも相談

　11 月 21 日
（月）フレンド
パークにおい
て、第６回福
祉なんでも相
談アドバイ
ザー会議が開
催された。こ
の会議は石川県能力開発プラザ、子育て支援財
団、消費生活支援センターや連合石川・労金・
労済・喜成司法書士事務所・社会法律センター
と労福協などから 16 名で構成され、労福協「福
祉なんでも相談」活動の経験、意見、情報交換
の場としたもので、各委員から、日頃の相談状
況などが報告された。
　特に、多重債務問題の相談については、件数
は減少傾向にあるものの、①本人が高金利の過
払いに気付かない案件がまだまだ潜在している
②給与所得者の手取金額と年金生活者の年金額
が、生活保護者の支給額よりも少額となるケー
スのようなアンバランスな状況が生じている③
子育て問題では高学歴の母親ほど悩んでいるこ
とが多いなどが特徴点として報告され、全体で
は「うつ病」患者の相談状況が共通課題として協
議された。
　また、喜成司法書士事務所から、住居を持た
ない生活貧困者救済へのシェルターの提供など
の現況のほか、自殺防止の看板（ヤセの断崖）設
置なども報告され終了した。

県 LSC　事務局次長　谷内英明

　労福協子育て支援事業における婚活支援事業
「ろうふく”むすび”ネット」は、「スイーツバイ
キング＆ランチパーティー」として 11 月 26 日
（土）午前 10 時 30 分から、金沢国際ホテル「輝
の間」で開催した。
　今回は石川県在住の 30 歳～ 39 歳までの働く
独身男女各 25 名を募集したところ、計 96 名も
の応募があり、抽選で選ばれた男女それぞれ
25 名がパーティーに参加した。
　パーティーの始めは物静かだった参加者達
も、男性と女性が１対１で話す自己紹介タイム
になると事前に用意された相手のプロフィール
カードを手に会話に熱中し、中には制限時間を
超えるほどに積極的に話をする参加者もいたほ
どであった。
　参加者の交流を深めるためにゲームを実施し
たところ、優しい男性陣が女性を気遣って進ん
でゲームの罰を受け、「まずい青汁ジュース」を
飲んで場を盛り上げた。
　心優しい男性が多かったおかげか、この日は
５組ものカップルが誕生し、終了した。

子育て支援担当　石井光江

お相手選びの会話に熱が入る参加者 アドバイザー会議

５組のカップルが誕生 アドバイザー会議　開催！

ろうふく ネット



労 福 協 労 福 協

− 2 − − 3 −

2011年12月25日

石川労福協将来構想懇談会

中央労福協定期総会

中部会館協議会幹事会

　第 5回将来構想懇談会は、11 月 30 日（水）フ
レンドパークにおいて構成員９名が参加して開
かれた。
　今回は、県内にある６つの労働会館の公益法
人移行の件について、地元の意向や今後の展望、
移行作業の進捗状況などの調査結果を踏まえて
協議がされた。
　この中で、「各地区の労働会館は未だ新公益
法人法について十分な理解をしていないのでは
ないか」との発言を受け、今後は、連合石川、
労金、労済、労福協からの代表者が、直接、各
地区労館に対し、制度についての説明や理解、
その対応、方針の決定について話し、その結果
は労福協理事会に報告することが確認された。
　次いで、労福協より長・中・短期の課題を提
起しつつ、「将来構想懇談会」を設立するに至っ
た経緯は解消されており、当面、本懇談会にお
ける活動を休止したい旨が提案・確認され、懇
談会を終えた。

　中央労福協は、11 月 25 日（金）東京都内の総
評会館にて第 60 回定期総会を開催した。
　総会には、全国の各地方労福協および事業団
体の代議員 193 名が出席し、2010 ～ 11 年度の
活動報告・会計決算報告、2012 ～ 13 年度活動
方針案・予算案・役員選出が提案され満場一致
で承認された。
　役員改選では、新会長に古賀伸明連合会長を
選任したほか、新役員体制が整った。

　東海・北陸・近畿の労働会館で構成する中部
会館協議会の本年度２回目の幹事会が 12 月７
日（水）～８日（木）に岐阜市内で開催され、11
会員が参加した。
　はじめに田村会長が「東日本大震災による自
粛は解消方向に向かい、利用者数に回復の兆し
が見えたが、まだ厳しい状況にあり、一日も早
い日本の回復を期待する。」と挨拶して幹事会が
始まり、会員からの現況報告や公益法人移行に
かかる取組状況が報告された。
　中でも、施設更新や修繕の費用は、新築後年
数が大きい会館ほど重く経営に影響を与えてい
るが、利用者の利便性向上・維持を考えた場合、
背に腹は代えられない状況や、少ない費用で最
大限の効率を得られるよう知恵を絞り取り組ん
でいる状況が報告された。
　新公益法人法による移行作業については、公
益事業による収支相償の確立に申請窓口などと
調整が整わず計画を遅延している会員もあり、
作業を進める中での問題点が判明し苦労がにじ
み出てくる状況が伺えた。
　それでも、これまで任意団体であったところ
などでは、順調に移行を進めている状況がわか
り、新公益法人への移行手続きの難しさが日増
しに強まるように感じる会議となった。

将来構想懇談会

中央労福協第60回定期総会

　古賀新会長は、就任にあたって「私たちは、
大きな変革期を生きている。60 年を数える歴
史と伝統のある中央労福協のこれからの労働運
動、これからの社会運動をどう描くべきかを、
ぜひ皆さん方と考えていきたいと思っている。」
と挨拶し、古賀新体制が出発した。

労福協　専務理事　宮下亮



労 福 協

− 4 −

2011年12月25日

食とみどり・水を守るいしかわ
ネットワーク総会が開かれる

「もちつき」で高齢者を慰問

　食とみどり・水
を守るいしかわ
ネットワークは、
12 月８日（木）フ
レンドパーク石川
２階ホールにおい
て各構成団体から

約 60 名が参加して第６回総会を開催した。
　宮下亮副代表（労福協専務理事）が「田植え・
稲刈りの体験を通じ、飢餓に苦しむカンボジア、
マリ共和国の学校給食等のための米の支援をす
ることに理解と協力をいただきたい。」と挨拶し
た。
　議案審議では、約 1.2 トンの支援米を飢餓に
苦しむカンボジア、マリ共和国に送ったことや
緑と水を守るための取組み、協力団体の拡大な
どの活動報告のほか、新年度の活動方針が提案
審議され、すべて提案どおり承認された。続い
ての 2012 年度役員選出により、新代表に狩山

久弥氏（連合石川会長）が選出さ
れた。
　狩山新代表は「皆さんととも
に食の大切さ、支援米活動に努
めたい。」と新任の挨拶し、総会
を終えた。

　記念講演では、澤信俊金沢星稜大学特任教授
が「暮らしと里山里海」と題し、講師自身の石川
県の最先端＝珠洲市木の浦での生活を通じ、自
然が与えてくれる食や生活上の重要性を説きな
がら、「日本をはじめ世界の食事情・経済はア
メリカ合衆国の企みどおり変化し、食糧不足を
招いている。ＴＰＰについても同じで、加盟す
れば、経済・
食糧大国のア
メリカの思う
壷で、日本は
飲み込まれて
しまう。」と講
演され、総会
を終了した。

　さわやかＵ（いしかわ介護ボランティアセン
ター）は、12 月 10 日（土）金沢市畝田にあるデ
イサービス施設「プラトーケアセンター金沢西」
において、ボランティアや関係者約 20 名が参
加し、施設の高齢者等約 50 名に「もちつき」を
通じ元気を与える活動を行った。
　この施設は、近隣の高齢者が通所するもので、
澤信俊理事長が「今では珍しくなった餅つきを
ご覧いただいて、搗きたてのお餅を食べて益々
元気になっていただきたい。」と挨拶した後、施
設に運び込んだ臼で早速、蒸しあがったもち米
を杵で搗き、大根おろし、黄粉、餡子を付けた
プルプルのお餅は、お年寄りの皆さんの元気の
源に変わった。
　最後に、お年寄りと施設スタッフから感謝の
言葉をいただき、ボランティア活動への活力と
して終了した。

さわやかＵ　マネージャー　山下恵三

講演する澤金沢星稜大特任教授

「ヨイショ」の掛け声の中、餅を搗くボランティア

狩山久弥新代表

各
種
集
会
・
講
演
会
・
研
修
会
等
に
は

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
石
川
を

ご
利
用
下
さ
い
。
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は、柴田武男氏（聖学院大学教授）は、「貸金業
法の改正後はサラ金会社のＴＶコマーシャルが
少なくなった。また、生活保護利用者が 205 万
人と増えてはいるが、高齢者や障害者・病気に
よる生活困難者より、『その他の世帯』が増えて
きている。」と現状の説明、「原因としては、年
金や就労による収入より『生活保護給付』の方が
高額になっている背景がある。」と説明。最後に、
『借金には①返さなければならない借金、②返
してはならない借金、③返しても返さなくても
いい借金があることを理解し、今後の活動を行
われたい。』と締めた。

県 LSC　事務局次長　一明政行

　石川県勤労者互助会は、12 月 11 日（日）午前
９時 30 分より、金沢市高柳町のユナイテッド・
シネマ金沢において、会員交流「映画鑑賞会」を
開催した。
　この交流会は昨年から実施され、石川県内の
会員 9,300 余名を対象に、定員 300 名で参加を
呼びかけたところ、370 名もの申し込みが寄せ
られ、抽選により 98 家族 300 名が選ばれて鑑
賞することとなった。
　当日は、天候が心配されたものの、84 家族
251 名が来場し、スピルバーグ監督の家族向け
人気作品「タンタンの冒険」を３Dの迫力ある映
像で楽しんだ。
　上映終了後、おたのしみ抽選会も実施され、
みかん箱（５Kg）が 10 名の当選者へ贈られ、盛
会に終了した。

互助会事務局長　谷内　英明

　第 31 回全国クレサラ・商工ローン・ヤミ金
被害者交流会 IN 愛媛は、11 月 26 日（土）、27
日（日）の２日間に 800 名が参加し、愛媛大学で
分科会とホテル奥道後で全体会議が開催され
た。
　昨年まで、全体会議から始まっていたが今大
会は、２箇所の分科会に参加できるよう配慮さ
れ、初日に愛媛大学の分科会から始まった。
　第 12 分科会は、「生活再建のための特定調停
利用について！（震災被害者が生活再建をする
ために）」と題した分科会で、約 100 人が参加し、
特定調停 17 条についての苦情と対応経過が弁
護士・司法書士から報告された。
　また、第４分科会は、「生活保護利用者 200
万人時代の声を聞け！（当事者による運動を進
めるために）」と題した分科会で、弁護士・司法
書士等 25 人が参加し、生活保護にかかわる、
特定調停 17 条の報告に終始した。
　被害者体験報告では、「サラ金より過払いの
金利を返してもらったが、私は被害者では無
い。」と前置きし、「自営していると 2～ 3 日に
100 万円単位のお金が動く。急な支払いに当て
る資金が無いときは、銀行の融資が支払日に間
に合わず、サラ金に融通してもらった。ただ、
近日中に返済してきたので、金利が多少高くて
も、銀行より重宝した。だから、サラ金を恨ん
ではいない。」とサラ金が必要とも受け取れる報
告もあった。
　二日目の 27 日には、会場をホテル奥道後に
移し全体集会と記念講演が行われ、記念講演で

全国クレサラ・ヤミ金被害者交流集会

勤労者互助会
クレサラ全国集会

特定調停（民事調停法17条）に議論集中



労 福 協

− 6 −
※この機関紙は再生紙を使用しています。

2011年12月25日

勤 体 協

加 賀 Ｌ Ｓ Ｃ

第
42
回
ボ
ウ
リ
ン

グ
選
手
権（
11
月

23
日
ジ
ャ
ン
ボ
ボ

ー
ル
）

【
第
１
シ
フ
ト
】◇
団

体
▽
１
部　

①
金
沢

Ｊ
ク
ラ
ブ
Ｂ
１
９
１

９
②
レ
デ
ィ
ー
ス
１

８
９
８
③
金
沢
Ｊ
ク

ラ
ブ
Ａ
１
８
８
８
▽

２
部　

①
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
１

８
７
２
②
サ
ン
ケ
イ

自
動
車
１
７
０
１
③

三
遊
会
１
６
７
３

◇
個
人
▽
１
部　

①

的
場
順
一（
金
沢
Ｊ
ク

Ａ
）６
８
４
②
行
上
克

（
ｙ
ｕ
ｋ
ｋ
ｙ

－ｐ
ａ

ｐ
ａ
）６
６
４
＝
Ｈ
Ｇ

２
５
７
③
鈴
木
高
幸

（
金
沢
Ｊ
ク
Ｂ
）６
５

５
▽
２
部　

①
針
田

学（
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
）６
５
０
②

東
出
崇
宏（
同
）６
１

７
③
宮
沢
健
三（
同
）

６
０
５
、Ｈ
Ｇ
奥
岡
進

（
サ
ン
ケ
イ
自
動
車
）

２
６
８
▽
３
部　

①

大
沢
允
子（
レ
デ
ィ
ー

ス
）６
５
７
＝
Ｈ
Ｇ
２

２
８
②
金
森
き
み
子

（
フ
レ
ン
ド
ク
Ｂ
）６

２
１
③
山
本
豊（
石
川

Ｏ
Ｙ
Ｓ
）５
９
６

【
第
２
シ
フ
ト
】◇
団

体
▽
１
部　

①
金
沢

Ｊ
ク
ラ
ブ
Ａ
１
９
１

８
②
同
Ｂ
１
９
１
８

③
い
ん
ぎ
ら
ぁ
ー
と

１
８
５
９
▽
２
部　

①
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
１
７
３
１

②
サ
ン
ケ
イ
自
動
車

１
６
８
３
③
葵
ク
ラ

ブ
１
６
１
６

◇
個
人
▽
１
部　

①

堀
豊
和（
金
沢
Ｊ
ク

Ｂ
）６
７
１
②
鈴
木
高

幸（
同
Ａ
）６
５
９
＝

Ｈ
Ｇ
２
５
２
③
鈴
木

順
子（
同
Ｂ
）６
４
９
、

Ｈ
Ｇ
野
村
潤（
津
田
駒

Ａ
）２
５
２
▽
２
部　

①
松
本
久
雄（
い
ん
ぎ

ら
ぁ
ー
と
）６
９
５
＝

Ｈ
Ｇ
２
４
９
②
奥
岡

進（
サ
ン
ケ
イ
自
動

車
）６
７
３
③
後
藤
省

吾（
翔
ク
）６
４
２

第
10
回
輪
島
市
長

杯
勤
労
者
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
オ
ー

プ
ン
大
会（
11
月
27

日
・
同
市
一
本
松

総
合
運
動
公
園
体

育
館
ほ
か
）

◇
一
般　

①
Ｇ
Ｏ
Ｋ

Ｋ
Ｕ
Ｎ
②
Ｃ
ｈ
ｏ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
Ｚ
③
七
尾
数

取
団

　

◇
混
合　

①
ル
ー

ザ
ー
ズ
②
Ｄ
ａ
ｉ
ｋ

ｅ
③
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

　12 月 10 日（土）セミナーハウス「あいりす」に
て、ブーランジェリーカナエの店主の金栄市郎
さん親子を講師に迎え「第３回親子・お友達ケー
キ作り」を開催した。
　今年は昨年よりも多い 42 名の参加があり、
大変賑やかなケーキ作りとなった。
　ケーキにデコレーションするのは初めてとい
う方もたくさんおり、先生に指導頂きながら、
慣れない作業に悪戦苦闘して出来上がったケー
キの出来栄えに、皆さん大変満足した様子だっ
た。
　参加した方々から、「大変楽しかった！」「と
ても良い企画ですね。」という声を頂き、また来
年も続けたいと思いつつ終了した。

加賀地域 LSC　角谷悠

　加賀地域ＬＳＣ
は毎年恒例となっ
た日帰りのバス
旅行を 12 月３日
（土）に行った。
　行き先は大阪の
なんばグランド花
月で、吉本新喜劇の観劇とした。
　人気の興業ということもあり、千人以上の
キャンセル待ちでしたが、開催案内までには何
とか席を確保しての開催となった。
　当日は、大人と子供計 26 名の参加者が乗っ
たバスが、朝８時に加賀市を出発し、一路大阪
に向かい、劇場がある難波の千日前通りを歩い
て目的地の劇場に到着。幕の内弁当を食べなが
ら漫才や落語・新喜劇をゆっくり観賞した。劇
場で見るお笑いはテレビで見るのとは違って新
鮮で臨場感があり、終始笑い声が聞こえる面白
いものでした。
　そのあとは約１時間半の自由時間をとり、
各々賑わいのある街並みで買い物や食べ歩きを
楽しんだ後、帰路についた。
　帰りのバスでは、時間を惜しんで、ビンゴゲー
ムやＤＶＤを鑑賞し、午後８時半頃、加賀市に
到着し、楽しい一日を過ごした。

加賀地域ＬＳＣ事務局長　河野真弘

職人技に見とれる参加者

「第３回親子・お友達ケーキ作り」を開催 「なんばグランド花月『吉本新喜劇』」観劇ツアー


